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有用である。また、これとは異なるアプローチで、合成した small/shorthairpin RlぜA (shRNA) を細胞に導
入して、特定のRNAの働きを抑制し、ガン細胞で充進している遺伝子の発現を抑制する方法も興味深い手
法である。これらの研究成果は、ガン細胞の特性を遺伝子操作で正常細胞に近づけることができることを示
しており、より実効性のある臨床応用可能な手技の開発に結びつく可能性がある。
平成 24年 1月16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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